
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年三和小学校で大切にしたい漢字 

三和小学校の「和」です。この言葉の意味を調べてみるといろい

ろな意味が出てきます。 

 ①やわらぐ なごむ 

②争いごとがない 穏やか 

 ③仲良くすること 互いに相手を大切にし、協力し合う関係 

 ④声や調子を一つに合わせる 

 ⑤二つ以上の数を合わせたもの 

 ⑥日本 日本語 

三和小学校の「和」の字にはこのような意味があります。改めてこの字について注目しても見ると、すご

くあたたかく、エネルギーのある字で、みんなで大切にしたい字だと思いました。 

「和」の心を大切にすることで、互いに相手を大切にし、協力し合う関係になれれば、みんなが安心して

通える学校になります。みんなで力を合わせることができれば、一人では乗り越えられないことも乗り越え

られるようになります。学習の場面でも、一人一人が考えた意見をしっかりと出し合い交流することで、よ

り深い考えにたどり着くことができるようになります。そんな皆さんの姿を想像して、今年度の学校目標を

『響きあう心 深まる学び あたたかな「和」の中で たくましく明日をひらく 子どもの育成』といたし

ました。 

この「和」という言葉を大切にして、三和小学校がみんなで力強く成長できる場所であり、みんなにとっ

て安心して通える学校にしていきたいと思います。１年間よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香芝市立三和小学校 学校通信２号 

令和８年４月２７日 発行 

校長 高井 海彦 

令和８年度 学校教育目標 

響きあう心 深まる学び あたたかな「和」の中で 

たくましく明日をひらく 子どもの育成 

毎日、学校で過ごしていると、様々な場面で、子ど
もたちのがんばる姿やすてきな姿が見られます。私が
見つけた、すてきな子どもたちの姿を『★キラリ み
つわっ子★』のコーナーで紹介していきます。 

新学期が始まり、３週間が経ちました。少しずつ学校生活にも慣れてきた頃ではないでしょうか。そんな
中で、新しい環境にすぐになれるのが苦手な人もいます。ある日の朝、教室に足が向かず体育館の前にしゃ
がんでしまった子がいました。そんなときに、私ともう一人の先生が一緒に行こうと声をかけかたのです
が、なかなか動くことができませんでした。そこに６年生の女の子が数人やってきて、その子に声をかけて
くれたのです。しばらく一緒にしゃがんで、好きなことや好きなものの話をしてくれているとだんだん気持
ちがほぐれ、教室に向かって走り出したのです。大人では切り替えられなかった気持ちを６年生の人がほぐ
してくれて、教室に行くことができたのです。子どもの力ってすごいと感じた出来事でした。声をかけてく
れた６年生、ありがとう。新学期早々、６年生のすてきな姿を、そして子どもたちの力のすごさを感じ、と
ても嬉しい気持ちになりました。 
教室に足が向かない日があっても大丈夫です。そんな日もあります。でも、今回のように、声をかけてく

れたり支えてくれたりする仲間が三和小学校にはたくさんいます。どうぞ安心して登校してくださいね。 


